
登録番号

■募集分野

■学位

■担当部署名 人間開発部 高等教育・社会保障グループ

必須

望ましい（文系の学部学科
に在籍、または卒業してい

る者の応募も可）

望ましい

望ましい

海外における開発援助に関する勤務経験（青年海外協力隊員等）を1年以上有すること。

大学における教員・職員としての業務経験（特に国際課・URA等での大学間連携・産学連携の経験）

教育、（公共）経営、行政分野等関連分野での学士号/修士号

■備考・留意点

日本を含む世界各国の高等教育セクターで国際化が進み、国境を超えた大学間での連携・人的交流が盛んになっています。途上国の拠点大学を支
援する際にも、世界各国や日本で進む国際化の動向や潮流を踏まえ、本邦大学や他国の大学との国際的な大学間連携や産学連携の推進を行いなが
ら支援対象大学の能力強化を図っていくことが必要となっています。本プログラムへの参加を通じ、国際的な高等教育セクターの最新の動向を把
握しながら大学運営管理について幅広い視野で考察する力を涵養頂けることを期待しています。

当該分野に関連する4年以上の実務経験を有すること。

■募集の背景

JICAが進める高等教育分野の協力において「拠点大学強化クラスター」のもとで行う開発途上国における拠点（トップ）大学の強化支援事業にお
いて、国際的な高等教育にかかる潮流を踏まえながら、日本を含む国際的な大学間連携や産学連携の推進を含む大学の運営管理能力の強化に向け
て指導できる専門家が不足している。

■本事業を通じて育成が期待される人材像

国際的な高等教育にかかる潮流ならびに大学間連携や産学連携の推進を中心とした大学の運営管理にかかる知識を持ち、JICA事業の深い理解に基
づいて、協力対象大学の運営管理能力の向上に貢献できる人材

■想定される大学院の研究コース（及び研修内容）

Higher Education Administration, Boston University (https://www.bu.edu/online/programs/graduate-programs/higher-education-
administration/)
Higher Education Program, Harvard Graduate School of Educaiotn (https://www.gse.harvard.edu/masters/highered)
Graduate Reseacrh Course, Institute of Education, University College London (https://www.ucl.ac.uk/ioe/courses/graduate-research)
※研究コースの例となりますので、これに限るものではありません。より幅広く教育開発や高等教育開発をテーマとしたコースも対象となりえま
す。

■参考情報

「JICAグローバルアジェンダ（教育）」
https://www.jica.go.jp/Resource/activities/issues/education/ku57pq00002cy6fc-att/education.pdf
「大学等における産官学連携（文部科学省）」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/sangaku/main7_a5.htm
「産学官連携（経済産業省）」
https://www.meti.go.jp/policy/innovation_corp/top-page.html
「国際頭脳循環の推進について」
https://www.mext.go.jp/content/20211217-mxt_kagkoku-000015993_01.pdf

■研修修了後に想定されるJICA事業参画の時期・期間

JICAが各地域で実施している拠点大学強化支援プロジェクトへの専門家としての参画等が想定されます。
期間は通常2年間です（更新の可能性あり）。

■募集要項に記載の応募資格以外に受入れに関し求める要件
(「必須」か「望ましい」かを選択し、具体的な要件を記載ください。)

2024年度開発協力人材育成事業：募集分野

募集分野

高等教育（大学間連携/産学連携）

■募集人数（人） 1修士／博士


